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	本研究では鍼刺激が健常成人男性の唾液量および唾液中抗菌タンパクに及ぼす影響を検討すること
	　方法：鍼刺激方法は、左右の頬車穴に置鍼術を15分間行い、0分、8分、15分に雀啄術を加えた。唾液は介入前後に採取し、採取した唾液は重量（唾液量）を測定した後、酵素免疫測定法を用いて、分泌型免疫グロブリンA（SIgA）濃度（µg/ml）とhuman beta defensin 2 (hBD2)濃度(pg/ml)を測定した。

